
 



 

 



 

 



 
 



「カステラのかけら」の書評 

 

● 定年退職した分子生物学者が描く神々の遊び。 

（お笑いエッセスト・FO） 

 

●子供は遊ぶことが仕事。実は大人も遊ぶことが仕事。遊びはクリエィティブ！ 

  老いない力をこの本に学びました。楽しむこと、遊ぶことは力！ 

    （大阪市文筆業・SG） 

 

●言葉が絵を浮上させ、そして絵が言葉を抽象する。散りばめた言葉と絵画の  

  奇跡。 

    （東京都外来人種・SW） 

 

●うつうつとした私を解放したのは病院ではなく、この一冊の本でした。 

    （京都市美術家・K） 

 

●この小さな本は正に本であることによって、この時代の病を癒す力がある。 

    （神奈川県 Bセンター・A） 

 

●「ふざけている、ふざけている」と思いながら面白く読み続け、最後の一編 

   で泣きました。  

    （京都府U市医療関係・MH） 

 

●手元にあるだけで、何だか幸せな気持ちになる美しい本ってありますよね。 

  そんな本がまた１つ増え嬉しいです。 

    （京都市 大学生・SA） 

 

 


